
令和３年４月号

電話ｄｅ詐欺認知状況（令和３年３月末現在）

被害件数 ２４１件（前年比－４０件）

被害総額 約７億３，０００万円 （前年比＋約２億２，６００万円）

を名乗って市役所銀行協会警察官

キャッシュカードを預かったり、暗証番号を尋ねたりすることは

絶対にありません。

もしも･･･不審な電話を受けてしまったら、一人で悩まずにすぐ

に電話を切って、１１０番または最寄りの警察署へ通報をすると

ともに、家族や友人等に相談をしましょう。

実際に検挙された犯人の声に、「固定電話機対策をしている
家は、防犯意識が高いからだましにくい」という声があります。

固定電話機対策を実施して、詐欺犯人を撃退しましょう！！ 詐欺犯人

留守番電話設定を始めとした固定電話機対策が有効です！！

県民の皆様の防犯意識の高揚や地域安全活動に役立てていただくため、電話ｄｅ詐欺やひったくりなど、

身近で発生した犯罪の発生情報を各警察署ごとに電子メールで提供いたします。

被害認知件数

（令和２年中）

うち

高齢者被害件数

（令和２年中）

高齢者が占める

割合

全刑法犯 34,685 4,786 13.8%
侵入窃盗 3,122 899 28.8%
ひったくり 74 35 47.3%

被害認知件数

（令和3年３月末）

うち

高齢者被害件数

（令和３年３月末）

高齢者が占める
割合

241 220 91.3%
電話ｄｅ詐欺

県内の高齢者の犯罪被害認知状況

※　数値は暫定値、65歳以上の方を「高齢者」として示す。
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